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学校長挨拶 
 

附属札幌小学校  校長   髙久   元 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

本校では「共生の文化を創造する学校」を学校教育目標とし、教育に取り組んでいま

す。この「共生」には、他者と“共に生きる”という意味にとどまらず、自分とは異な

った思い・考えの他者を認め、協働しながら、成長していくことを含んでいます。 

学校の授業や活動においては、子どもたちが探究し学びを創造していく過程で、一人

一人がじっくりと課題に取り組む場面も必要ですが、仲間との意見交流を通じて、自分

とは異なる様々な見方・考え方を認めながら課題を解決していくことも大切です。子ど

もたちにとって、附属札幌小学校が、このような他者理解を深め、他者のよさを感じと

り、より深い意味での共生を築き、自ら学び成長していける場となるよう、教職員が協

力し愛情をもって、子どもたちの教育に力を注いでいきたいと考えております。 

探究する子 

本物を求めて学び続ける子 
 

共感する子 

仲間のよさを感じ、取り入れる子 

自分を見つめる子 
自分のよさや課題に気付き 

未来を志向する子 
 

校章について     
 本校の校章は、明治 30 年ころに定められたと言われています。武士の兜に付いている鍬形を

４組あしらい、全体としては「北」の文字を表しながら、北海道の開拓という遠大な理想を描い

ています。この校章を真ん中に据えた校旗も昭和９年にできており、附属の伝統と誇りを示して

います。 

目指す 
３つの 

子どもの
姿 

■私たちが考える附属学校の役割■ 
1.義務教育学校として、公立学校と同様に初等普通教育を実施すること 

2.大学の附属校として、学生の教育実習を実施すること 

3.実験・実証学校として大学との研究連携を保ち、附属学校として実践的な立場から、実験・実証を試み

ること 

4.教育研究校として、教育の理論と実際に関する各分野の実践的研究を試みること 

5.サービスセンター校として、教育の理論と実際に関する各分野の実践的研究を試みること 

本校のシンボル藤棚 
美しさ、気品、たくましさ…本校児童への願いを象徴し
て 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

本校の正門を入りますと、その道の左右に藤棚があります。こ

の藤棚は、実に 90 余年に渡って本校のシンボルとして大切にさ

れ、あいの里移転の際に、旧藻岩校舎より移植されました。 

毎年、６月初旬に咲かせる優美な花房と、ふくいくとした気品

ある香りは、本校児童像への願いを象徴しています。小さな一つ

一つの花が創り出す房としての「美しさ」、垂れ下がった房のもつ

「謙虚さ」、そして全体としてもつ「気品」、風雪に耐える藤づる

の「たくましさ」…これらの願いは、全校文集「ふじふさ」、通知

表「ふじふさの子」、特別支援学級「ふじのめ学級」などの命名に
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附属札幌小学校　　校長　　　 久　　　元

　本校では「共生の文化を創造する学校」を学校教育目標とし、教育に取り組んでいま

す。この「共生」には、他者と“共に生きる”という意味にとどまらず、自分とは異なっ

た思い・考えの他者を認め、協働しながら、成長していくことを含んでいます。

　学校の授業や活動においては、子どもたちが探究し学びを創造していく過程で、一人

一人がじっくりと課題に取り組む場面も必要ですが、仲間との意見交流を通じて、自分

とは異なる様々な見方・考え方を認めながら課題を解決していくことも大切です。子ど

もたちにとって、附属札幌小学校が、このような他者理解を深め、他者のよさを感じと

り、より深い意味での共生を築き、自ら学び成長していける場となるよう、教職員が協

力し愛情をもって、子どもたちの教育に力を注いでいきたいと考えております。

■私たちが考える附属学校の役割■

　1. 義務教育学校として、公立学校と同様に初等普通教育を実施すること
　2. 大学の附属校として、学生の教育実習を実施すること
　3. 実験・実証学校として大学との研究連携を保ち、附属学校として実践的な立場から、実験・実証を試み
　　ること
　4. 教育研究校として、教育の理論と実際に関する各分野の実践的研究を試みること
　5. サービスセンター校として、教育の理論と実際に関する各分野の実践的研究を試みること
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本物を求めて学び続ける子

探究する子

仲間のよさ を感じ、取り入れる子

共 感する子
自分のよさや課題に気付き

未来を志向する子

自分を見つめる子

美しさ、気品、たくましさ…本校児童への願いを象徴して

校章について

　本校の正門を入りますと、その道の左右に藤棚があります。こ

の藤棚は、実に90余年に渡って本校のシンボルとして大切にさ

れ、あいの里移転の際に、旧藻岩校舎より移植されました。

　毎年、６月初旬に咲かせる優美な花房と、ふくいくとした気品

ある香りは、本校児童像への願いを象徴しています。小さな一つ

一つの花が創り出す房としての「美しさ」、垂れ下がった房のもつ

「謙虚さ」、そして全体としてもつ「気品」、風雪に耐える藤づる

の「たくましさ」…これらの願いは、全校文集「ふじふさ」、通知

表「ふじふさの子」、特別支援学級「ふじのめ学級」などの命名に

生かされています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　本校の校章は、明治30年ころに定められたと言われています。武士の兜に付いている鍬形を

４組あしらい、全体としては「北」の文字を表しながら、北海道の開拓という遠大な理想を描い

ています。この校章を真ん中に据えた校旗も昭和９年にできており、附属の伝統と誇りを示して

います。
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豊かな環境が生み出す学び

　本校は、197万人の人口を擁する札幌市街の北東に位置し、石狩市・当別町に隣接する田園地帯にあります。校舎の北側には雄大な石 狩川が流れ、周りは緑あふれるあいの

里の緑道に囲まれた豊かな自然環境が附属札幌小学校の大きな魅力です。また、北海道教育大学札幌校および附属札幌中学校と同一キャ ンパス内にあり、大学・中学校と連携

した運営、研究交流が可能な環境にあります。日常の学習でも大学生が参画することが数多くあります。

　本校児童は、札幌市全域から通学しています。そのためバスなどの公共交通機関を利用して通学している児童が、全校児童の91％に（ 令和３年度）及びます。地下鉄麻生駅・

栄町駅、ＪＲあいの里教育大駅と本校の間には、本校児童用通学バスが運行（増便）されており、多くの児童が登下校に利用しています。

茨戸川茨戸川
校地の裏にある茨戸川ではエビや魚が

たくさん捕れます。生活科の学習では

探検に出かけます。

附属山附属山
学校の裏にある附属山ではスキー

やそり滑りを楽しむことができま

す。

教育大学札幌校教育大学札幌校
大学が隣接しており、大学生や大学

院生が訪れ、実習等を行います。

開校135年の伝統と新たな伝統〜人を育てる〜

　本校は、今年開校135年を迎えました。５年前に行われた130周年記念式典には、

全国より同窓生の方々が集まり、気持ちのこもった式典が執り行われ、感動的な時

間を過ごすことができました。同窓生には、北海道だけではなく、日本や世界各地

でご活躍されている方々が多数いらっしゃいます。多くの同窓生が、いつも見守り

応援してくださっています。

　内閣府の提唱する「society5.0」と呼ばれる新たな時代に向け、教育は大きな変

革の時期を迎えています。本校では、2020年度より全面実施となった学習指導要領

を基に、新たな時代を切り拓く人材を育成するための教育課程を編成しました。こ

の教育課程では、「伝統」を大切にしています。「子どもたちが生き生きと学ぶ姿」

や「未来に生きて働く確かな学力」は、これまで本校がずっと大事にしてきた「伝

統」といえます。そこへ、「新たな伝統」を築くために、保護者・子ども・教職員の

三者でよりよい附属札幌小学校の在り方を日々考え、教育活動を進めています。10

年、20年先の未来を見据え、「共生の文化を創造する学校」づくりを理念に、変化

の激しい時代を自らの足で確実に歩んでいける人材を育てていきます。
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